
各
班
の
ま
ち
歩
き
や
長
浜
市
の
見
学
会
に
つ
い
て
、
気
付
い
た
こ
と
や
、
参
考
に
な
っ
た
点
な

ど
を
話
し
合
い
、
私
た
ち
の
町
と
の
違
い
や
参
考
に
な
る
こ
と
を
出
し
合
い
ま
し
た
。

他
の
町
と
比
較
し
た
り
、
改
め
て
堺
の
町
を
歩
く
と
、
課
題
・
問
題
点
が
多
く
抽
出
さ
れ
、
今

後
も
っ
と
、
追
求
し
て
い
き
た
い
と
の
意
見
も
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
仲
間
づ
く
り
を
大
切
に
し
、

今
後
も
交
流
を
深
め
て
い
き
た
い
と
の
意
見
も
あ
り
ま
し
た
。

参
加
者
の
声

・
各
班
の
発
表
を
聞
い

て
、
い
ろ
い
ろ
な
町
を
見

る
こ
と
が
で
き
た
。

・
初
め
て
参
加
さ
れ
た
方

が
う
ま
く
発
表
さ
れ
て
い

た
。
交
流
を
深
め
て
い
き

た
い
。

・
堺
の
町
が
他
の
町
に
比

較
し
て
自
慢
で
き
る
点
が

少
な
い
こ
と
を
感
じ
た
。

・
堺
の
持
つ
歴
史
と
文
化

を
よ
く
知
っ
て
魅
力
あ
る

ま
ち
づ
く
り
に
生
か
す
方

法
を
考
え
て
み
た
い
。

・
今
回
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
の
目
的
【
私
た
ち
が
参

加
し
、
行
動
に
移
せ
る
ま

ち
づ
く
り
を
探
る
】
を
も

う
少
し
明
確
に
伝
え
て
ほ

し
い
。

・
各
班
と
も
、
ま
ち
の
監

察
に
対
し
て
個
性
が
あ

り
、
ま
と
め
方
、
発
表
方

法
に
も
個
性
が
生
か
さ
れ

て
い
る
。

ひとりから
はじまるまちづくり

まちづくり
ワークショップ

日時：平成１９年１２月２１日 場所：堺市都市整備公社４階会議室

第４回

プログラム
１８：３０
開会
今日のスケジュールと進め方
講義 加我先生
まちづくりのアイデアの出し方のポ
イントについて
１８：４５
ワークショップ
①現地調査の結果を話し合い、そ
れぞれの町の良いところ、問題
点、課題などを抽出し、私たちの
町と比較してどこが違うか、どのよ
うな点を参考にしていくべきかなど
話し合う。
（現地調査：各班の現地調査＋長
浜見学会）
②まちづくりのアイデアを出し合
い、話し合おう。
２０：１０
発表 各班５分程度
２０：３０
講評 加我先生
２０：４５
次回のお知らせ
閉会

・まち歩きなどで、気付いた良い点、悪い点
などは、「『何故』（良い、悪い）」という
ことを考えていかなければならない。また、
誰が支えているか、誰がそうしているのか、
なども考えなければならない。
・まちを変えていくなかでは、人づくり＝意
識を変える、計画づくり＝目標づくり、組織
づくり（行政、行政と市民、市民と市民など
の役割分担）が必要であり、その点を考えま
しょう。
・「堺のＰＲが不足」と聞いて、どきっとし
た。市民一人ひとりが「堺出身」ということ
も堺を知ってもらうきっかけ。市民の目で作
るしがらみのないマップづくり、情報誌づく
りができればよい。
・あいさつなど、日常生活で見守れる環境を
つくろう。
・このワークショップで集まったことで、情
報交流が図れ、意識改革に繋がっていくだろ
う。

コーディネーター：加我 宏之さん
大阪府立大学大学院生命環境科学研究科助教

私
た
ち
が
参
加
し
、
行
動
に
移
せ
る

ま
ち
づ
く
り
を
探
る

（青組）
三現主義（現場・現物・現実）に沿って、北野田界
隈を再確認・再発見した。
新旧の連携、融合、相乗効果を検討するため、そ
の町の歴史を知ることであり、今後も知り合った仲
間を大切にし、続けていく。

（
黄
組
）

・
夜
の
堺
東
は
、
街
灯
の
背
が
高
く
、
暗
い
。

・
チ
ン
チ
ン
電
車
の
活
用
が
必
要

・
観
光
に
対
し
て
、
御
陵
案
内
の
看
板
不
足
。
Ｐ
Ｒ
方
法
を
検
討
。
リ
ピ

ー
タ
ー
の
確
保
な
ど
、
堺
の
観
光
政
策
に
つ
い
て
考
え
た
い
。




